国際連携2016-3-02

２０１６年度 第2回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2016年8月30日（火）　14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館6階　6-62会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　　 堀内　　一　　　ＵＭＬモデリング推進協議会

特別会員
石垣　  充
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員
兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社


正　会員
千田　伸彦     株式会社テクノロジックアート
正　会員
川路　義隆　　 有限会社スクラッチソフト
正　会員
林　　　凡　　 富士通エフ・アイ･ピー株式会社
正　会員
奥田　　充　　 三菱商事株式会社

賛助会員　　　 川内　晟宏　   特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　 坂本　真人　   一般財団法人流通システム開発センター


事 務 局
菅又　久直
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
事 務 局
斉藤　良一
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者11名
４．議事概要　
　2016年度第2回国際連携タスクフォースは、堀内委員長のもと以下の議事を実施した。（資料：国際連携2016-2-01）
４－１．第1回国際連携タスクフォース議事録の確認
事務局菅又より前回の議事録の確認を行った。（資料：国際連携2016-2-02）
・ラウンドテーブルのテーマに関しては、本日後半の議事において検討するので再度確認をお願いする旨の説明があった。
・その他特に質疑なし。

４－２．国連CEFACT標準化動向について
　事務局菅又より国連CEFACTでの標準化動向についての説明が２件あった。

（１）共通辞書の最新情報について（資料：国際連携2016-2-03）

・2016年度のBバージョンは、11月～12月に公開される。

・SIPSがこれまでに追加要求したもの、これから出そうとしているものの一覧を資料P2,P3,P4に示した。かなりの数を国連CEFACTに登録してきている。今後も標準に登録したい項目があれば申請して頂きたい。
（２）スケジューリングSCMプロジェクトの進捗について（資料：国際連携2016-2-04）
・今年の5月にプロジェクトがスタートした。スケジューリングSCMプロセスの需要予測、在庫予測、受発注、納入指示、出荷通知、請求明細などを含んでいる。
・2017年4月にプロジェクトを完了して5月公開予定である。
・現在は要求事項を収集し、合意、未審議、取り下げなどの切り分け作業を鋭意実施している。
【質疑】

（堀内）これは組立加工業に適用できると考えるが、どこに使えるのかはどこで見ればわかるのか？つまり、スコープはなにか？

⇒メッセージの冒頭のコンテキスト・パラメータで利用者が見分けることになる。メッセージが使われるプロセスはBRSで定義している。スコープはプロセスであり、インダストリではない。オランダでは農業分野でも取り組もうと検討している。（菅又）
（斉藤）5カ国の支援国の協議で合意を決めていく作業だが、国民性やビジネスプロセスの違いなどありスムーズに行くものなのか？

⇒基本的には項目の追加であり、既存のビジネスに対しては常にアップワード・コンパティブルを考える。但し、国民性の違いもあり、異文化の方々との協議でありその性質を良く理解して対応する必要性を感じている。（菅又）
（奥田）通い箱は支給品ですか？

⇒製造プロセスでは支給品扱いにはしていないようです。（菅又）

４－３．新生技術対応ビジネスインフラ研究
事務局菅又より新生技術対応のビジネスインフラ研究としてCPS（サーバー・フィジカル・システム）取り組み事例の説明があった。（資料：国際連携2016-2-05）

・社会インフラへの適用ということでSIPSとして国の実証事業のコンサルタント支援を考えている事例です。

・浄水場の中で情報を連携する、次に水道システムの中で情報を連携する。

・社会インフラデータとしての「共通語彙」とビジネスデータの「国連CEFACT共通辞書」を連携させるなどのアプローチが必要と考える。
【質疑】
（堀内）「見える化」という話があったがどういうことか？

⇒まずは「浄水場の中の情報連携」での見える化をして次に「水道システムの中の情報連携」を行っていく。設備情報の共通化と統括管理を目指す。（菅又）

（奥田）民間が運営していくというのなら面白いのではないか。

（坂本）水道の請求書など自治体によってまちまちだが、標準化や統一の動きなどはありますか？
⇒情報を持っていません。（菅又）

～～～（休憩10分）～～～

４－４．ラウンドテーブルのテーマについて
　SIPSの今年度のラウンドテーブルの実施について、テーマおよび講師などの検討を行った。事務局原案を元に以下の検討を行った。（資料：国際連携2016-2-06）
2016年度ラウンドテーブル・テーマについて（案）
（１）テーマ
「新生技術対応ビジネスインフラについて」
（２）開催時期

2016年10月（目標）・・・今後講師との折衝となるので10月の開催は厳しいか？
（３）開催場所

機械振興会館（予定）
（４）参加人数

20名程度、講師は3名までとする。
（５）議論のポイント
1 ビジネスを取り巻く新生技術の動向（主にAM）
AI/ロボット（産業技術大学院大学：成田雅彦）(不要？
IOT/第４次産業革命（JIPDEC：坂下哲也）
FinTech（クラウドサービス推進機構：松島圭樹）
大久保（みずほ）　金融革新同友会(ブロックチェーン
2 新生技術に対応したビジネスインフラのあり方（PM）
CCLインフラの拡張（SIPSフレームワーク）

・レジストリ技術

・インダストリ4.0の参照モデルとの比較
見える新技術と連携する
フレキシブルな標準／プラグイン標準（中小企業）
BIM/COBIE（山下）、PARTS LIBRARY（村山）等との連携(別枠（？）
日本版第４次産業革命（法政大学：西岡靖之）
国際連携TFに関係したもの(国際決済
FinTech：ブロックチェーンedi（住信）、請求・消込（富士通）
FinTechとSWIFT（みずほ）
3 新ビジネスインフラへの提言（PM）
４－５．今後の国際会議の予定について
　今後の国際会議の案内が事務局菅又より行われた。是非、委員の方々にも出席をして頂きたい旨の説明があった。（資料：国際連携2016-2-07） 
（1） 第28回国連CEFACTフォーラム
期日　：2016年9月26日～9月30日

場所　：バンコク

テーマ：（資料参照）

（2） 第34回AFACT総会
期日　：2016年11月7日～11月9日

場所　：東京（アルカディア市ヶ谷）

テーマ：（資料参照）
５．次回のタスクフォース開催予定

　　第3回国際連携タスクフォースは以下の日時で開催する。
　　　　期日：2016年10月26日（水）14時－17時

　　　　場所：機械振興会館　6階6-62会議室

　
配布資料 一覧：　
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